
令和２年から開催を延期していた

「第10回新垣勉おしゃべりコンサート」

は、今年度も新型コロナウイルス感染

症が増加傾向にあることから開催を延

期します。

最後(第10回)のコンサートを、生で

多くの中学生に届けたいという実行委

員会の総意から、安心して参加しても

らえる環境、快く協力していただける状

況を待つという判断をしました。

延期日程等は決まり次第(来年)改

めてお知らせします。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2023.10
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「こんなところにも生き物が」
旧町村別の人口動態等を共有します。
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人形劇を通して子どもたちに笑顔を

届けることを目的に、主に市内の幼稚

園や子育て支援の場で、子どもや親

子を対象にした公演を年４回程開催し

ている「人形劇ラビット」では、人形劇

に興味がある方、舞台の大道具や楽

器演奏をしてみたい方など、一緒に活

動してくれる仲間を募集しています。

下記活動日であれば見学は自由です。

詳しくはお問い合わせください。

「室根まちづくり協議会」では、室根

の若者団体「室愉会」が企画運営を

行う「むろねドライブインシアター」を開

催します。

車に乗ったまま映画鑑賞ができる屋

外映画会で、音声は車載ラジオから

受信。先着25台の事前申込制です。

詳しくは下記まで。

一関市立一関図書館では、図書館

横に展示している蒸気機関車の保全

維持を行うとともに、「SLのある図書

館」として市内外の多くの方に知ってい

ただくため、蒸気機関車の清掃作業イ

ベントを開催します。詳しくは下記まで。

※要申込(図書館HPからも申込可)

「くぼかわ里山日記」

随時更新中

情報

「人形劇ラビット」

会員募集

募集

フリースクール「虹の学園」

開校のご案内

情報

イベ

ント

第10回

「新垣勉おしゃべりコンサート」

開催延期

情報

前月比世帯数前月比人口

-2524541-6654057一関

-44705-2211938花泉

-1127713222川崎

34110-179798千厩

44909-211840大東

-22274-125845東山

21794-34362室根

-52775-237057藤沢

前月比一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体

-144108119人口

-2846385世帯数

943出生数

2023年９９９９月月月月１１１１日日日日付

(2023年８月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

「室愉会」プレゼンツ

「むろねドライブインシアター」

(１０月２日から申込開始)

日時日時日時日時：１０月２１日（土）１８：３０～上映

会場会場会場会場：一関市役所室根支所 南側駐車場

参加費参加費参加費参加費：無料

上映作品上映作品上映作品上映作品：長靴をはいたネコと９つの命

申込期間申込期間申込期間申込期間：：：：

２０２３年１０月２日(月)～１２日(木)

※定員に達し次第、受付終了

問合問合問合問合＆＆＆＆申込申込申込申込：０１９１-６４-２３４７

(一関市室根市民センター内)

本誌「二言三言」で紹介した「一般社団

法人久保川イーハトーブ自然再生研究

所」では、「久保川イーハトーブ世界」の

日々の様子をブログ形式で紹介していま

す。美しい里山景観や、多種多様な生物

や植物を紹介しているほか、岩手日日新

聞社で連載中の「里山スケッチ」で取り上

げた内容の詳細やこぼれ話などもご覧い

ただけます。

下記で検索するか、

右のＱＲコードからも

ご覧いただけます。

ＳＬ清掃イベント

参加者募集

イベ

ント

問合問合問合問合：０９０-５２３１-４３３３

（中学２年生に新垣勉コンサートを贈る会

実行委員長 吉田恵子）

１｜二言三言｜ 一般社団法人久保川イーハトーブ自然再生研究所 主任研究員 佐藤良平さん （後編）

３｜団体紹介｜ アラトプロジェクト

５｜地域紹介｜ 中里10民区 （一関）

７｜企業紹介｜ 有限会社 岩山商会 （藤沢）

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㊴ ‘多様性’の難しさ

９｜センターの自由研究｜ いにしえの道ファイル№１ 「花泉～気仙沼②」

今月の表紙 【一関市民俗資料館所蔵品】

米が貴重だった時代、米のかさ増しをするために、大根などの具材を

一緒に炊く「かて飯」が一般的でした。「かて飯」に入れる具材を適当な大

きさに切るための道具が「かて切り」で、気仙沼エリアでは「大東エリアの

人から買った」とされる「かて切り」が残っているそうです。「箕」の他にも、

当地域から気仙沼方面に行商にいった道具があるようです。(自由研究)

令和５年２月28日付けで設立した

「一般社団法人 虹パーク」では、不登

校児童生徒などの受け皿として、一関

市花泉町の花泉小学校跡地を活用し、

フリースクール「虹の学園」の開校準

備を進めています。フリースクール生

徒や賛助会員、スタッフの申込等を

随時受け付けています。

詳しくはＱＲコードを

読み込むか、下記ま

でお問合せください。

「「「「虹虹虹虹のののの学園学園学園学園」」」」開校開校開校開校予定予定予定予定年年年年：２０２４年４月

運営者運営者運営者運営者：一般社団法人 虹パーク

問合問合問合問合：０９０-４４７９-９４６９

（代表理事・熊谷）

ブログブログブログブログ名名名名：くぼかわ里山日記

ＵＲＵＲＵＲＵＲLLLL：http://blog.livedoor.jp/

kubokawablog

問合問合問合問合：０１９１-２９-３０２０(代表)

日時日時日時日時：２０２３年１０月１４日(土)

１０時～１２時（雨天決行)

会場会場会場会場：一関図書館脇 ＳＬ前広場

内容内容内容内容：ＳＬの清掃作業(埃はらい、油の塗

布など) ／参加者に対する参加証、記

念品の配布／ＳＬ運行当時の制服を着

用し、写真撮影 ※３歳以上が対象

申込締切申込締切申込締切申込締切：２０２３年１０月７日(土)

問合問合問合問合：０１９１-２１-２１４７

(一関市立一関図書館)

活動日活動日活動日活動日：毎月第２・４土曜日

時間時間時間時間：１０時～１２時

場所場所場所場所：なのはなプラザ３階 研修室

(一関市大町４-２９)

問合問合問合問合：０９０-８６８５-５７０１

(代表・沼倉)



地域の「気になる人」を対談でご紹介

第１１０回
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さ

れ

て

い

る

約

20

か

所

を

重

点

的

に

整

備

し

ま

す

。

ウ

シ

ガ

エ

ル

や

ア

メ

リ

カ

ザ

リ

ガ

ニ

な

ど

は

１

日

に

４

㎞

は

移

動

で

き

る

の

で

、

重

点

的

に

保

全

し

た

い

重

要

な

た

め

池

に

ウ

シ

ガ

エ

ル

が

侵

入

し

な

い

よ

う

、

防

衛

ラ

イ

ン

を

張

る

イ

メ

ー

ジ

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ウ

シ

ガ

エ

ル

は

生

態

系

に

ど

の

よ

う

な

影

響

を

？

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

動

く

も

の

は

な

ん

で

も

食

べ

よ

う

と

し

ま

す

。

オ

タ

マ

ジ

ャ

ク

シ

の

う

ち

は

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

や

ラ

イ

ギ

ョ

な

ど

、

他

の

外

来

種

に

食

べ

ら

れ

て

し

ま

う

こ

と

も

あ

り

ま

す

が

、

大

き

く

な

れ

ば

ほ

ぼ

無

敵

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

最

近

、

ウ

シ

ガ

エ

ル

が

道

路

に

ひ

か

れ

て

い

る

の

を

見

か

け

な

く

な

っ

た

と

思

っ

て

た

ん

で

す

が

…

。

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

ウ

シ

ガ

エ

ル

を

抑

え

る

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

や

ラ

イ

ギ

ョ

が

増

え

て

い

る

と

い

う

こ

と

も

関

係

し

ま

す

。

ウ

シ

ガ

エ

ル

、

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

、

ア

メ

リ

カ

ザ

リ

ガ

ニ

の

３

者

の

中

で

一

番

強

い

の

は

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

で

す

。

オ

タ

マ

ジ

ャ

ク

シ

も

ザ

リ

ガ

ニ

も

食

べ

て

し

ま

う

の

で

。

な

の

で

、

駆

除

す

る

順

番

を

間

違

え

る

と

大

変

な

こ

と

に

な

る

ん

で

す

。

捕

食

圧

の

関

係

で

、

ブ

ラ

ッ

ク

バ

ス

を

先

に

駆

除

し

て

し

ま

う

と

、

ウ

シ

ガ

エ

ル

と

ア

メ

リ

カ

ザ

リ

ガ

ニ

が

爆

発

的

に

増

え

て

し

ま

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

専

門

的

な

知

識

が

な

い

と

、

個

人

レ

ベ

ル

で

は

難

し

い

で

す

ね

。

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

外

来

生

物

法

に

違

反

し

な

い

よ

う

に

も

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

の

で

、

大

変

で

す

。

例

え

ば

オ

オ

ハ

ン

ゴ

ン

ソ

ウ

な

ど

の

特

定

外

来

種

に

指

定

さ

れ

た

植

物

は

、

完

全

に

枯

れ

る

ま

で

移

動

さ

せ

て

は

い

け

な

い

ん

で

す

。

刈

る

タ

イ

ミ

ン

グ

も

重

要

で

、

種

が

つ

い

て

か

ら

刈

る

く

ら

い

な

ら

、

刈

ら

な

い

方

が

良

い

。

で

な

い

と

逆

に

増

や

し

て

し

ま

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

重

点

対

策

外

来

種

に

な

っ

て

い

る

セ

イ

タ

カ

ア

ワ

ダ

チ

ソ

ウ

は

、

秋

の

観

賞

用

に

輸

入

さ

れ

た

だ

け

あ

り

、

秋

の

風

物

詩

の

よ

う

に

さ

れ

て

い

る

側

面

も

あ

り

ま

す

が

、

や

は

り

自

然

界

へ

の

影

響

は

あ

る

？

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

根

っ

こ

か

ら

他

の

植

物

の

成

長

を

阻

害

す

る

分

泌

物

を

出

し

ま

す

。

最

終

的

に

は

自

分

た

ち

も

自

滅

し

ま

す

が

、

ま

た

出

て

く

る

。

そ

れ

か

ら

ア

レ

チ

ウ

リ

の

花

の

蜜

は

、

ス

ズ

メ

バ

チ

の

大

好

物

な

の

で

、

花

が

咲

く

前

に

刈

っ

た

方

が

良

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

ガ

ー

ド

レ

ー

ル

や

道

路

標

識

に

絡

ま

っ

て

い

る

ヤ

ツ

！

専

門

家

の

正

し

い

情

報

を

正

し

く

出

し

て

全

市

的

に

取

り

組

む

べ

き

で

す

ね

。

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

他

市

町

村

で

す

が

、

生

物

多

様

性

保

全

の

地

域

戦

略

を

作

っ

て

い

る

事

例

も

あ

り

ま

す

。

そ

う

し

た

行

政

レ

ベ

ル

で

の

取

組

み

が

あ

る

と

、

我

々

も

活

動

し

や

す

い

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

一

関

市

も

最

近

は

自

伐

型

林

業

に

注

力

し

て

い

ま

す

が

、

そ

の

先

が

本

当

は

重

要

で

。

ど

ん

な

森

林

に

し

て

い

き

た

い

の

か

。

自

伐

型

林

業

は

そ

の

た

め

の

手

段

で

し

か

な

く

て

、

ゴ

ー

ル

で

は

な

い

の

に

…

。

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

森

林

も

、

根

が

浅

い

杉

か

ら

、

地

中

深

く

ま

で

根

を

は

る

広

葉

樹

に

戻

す

こ

と

で

、

土

砂

崩

れ

な

ど

の

自

然

災

害

を

食

い

止

め

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

昔

に

戻

す

と

い

う

わ

け

で

は

な

く

、

多

様

性

を

高

め

、

昔

の

人

た

ち

の

知

恵

を

思

い

出

す

こ

と

は

、

様

々

な

課

題

解

決

に

つ

な

が

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

「

元

に

戻

す

」

こ

と

に

力

を

入

れ

る

の

で

は

な

く

、

「

今

守

れ

る

も

の

は

守

っ

て

い

こ

う

」

と

い

う

考

え

方

で

す

よ

ね

。

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

一

度

失

っ

た

も

の

は

戻

せ

ま

せ

ん

か

ら

、

こ

れ

以

上

壊

さ

な

い

よ

う

に

、

で

す

ね

。

「

生

態

系

サ

ー

ビ

ス

」

と

言

っ

て

、

本

来

我

々

は

自

然

か

ら

様

々

な

恩

恵

を

受

け

て

い

る

ん

で

す

。

そ

れ

が

自

然

と

離

れ

た

暮

ら

し

に

な

っ

た

こ

と

で

気

づ

け

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

。

人

間

の

口

に

入

る

食

卓

の

90

％

以

上

は

生

物

で

す

。

生

物

で

な

い

の

は

塩

く

ら

い

な

も

の

。

そ

う

い

う

意

識

が

薄

れ

て

ま

す

よ

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

コ

メ

が

な

い

＝

ス

ー

パ

ー

に

買

い

に

行

く

、

で

す

か

ら

ね

。

田

ん

ぼ

に

意

識

は

向

か

な

い

か

…
…

。

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

幼

児

教

育

の

中

で

も

、

自

然

の

中

で

の

学

び

や

経

験

が

感

情

や

身

体

の

発

達

、

健

康

に

結

び

つ

く

と

言

わ

れ

て

い

て

。

生

物

多

様

性

が

残

さ

れ

て

い

る

場

所

で

は

、

五

感

に

刺

激

を

与

え

る

「

色

」

や

「

匂

い

」

な

ど

も

豊

富

だ

と

思

う

ん

で

す

。

ち

な

み

に

、

都

会

の

子

ど

も

た

ち

を

自

然

体

験

で

受

け

入

れ

る

こ

と

も

あ

り

ま

す

が

、

岩

手

の

子

ど

も

と

、

都

会

の

子

ど

も

と

、

正

直

ほ

と

ん

ど

反

応

に

違

い

が

な

い

ん

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

岩

手

の

子

ど

も

た

ち

も

自

然

に

触

れ

て

い

な

い

と

い

う

こ

と

？

佐

藤

佐

藤

佐

藤

佐

藤

そ

う

、

あ

ま

り

経

験

が

な

い

。

な

の

で

、

都

市

一

極

集

中

を

防

ぐ

た

め

に

、

都

会

か

ら

の

受

け

入

れ

も

行

う

反

面

、

一

関

の

子

ど

も

た

ち

に

も

こ

の

地

を

知

っ

て

も

ら

い

、

自

然

が

人

間

の

生

活

に

と

っ

て

か

け

が

え

の

な

い

も

の

な

ん

だ

と

い

う

こ

と

を

、

子

ど

も

の

う

ち

か

ら

教

え

て

い

く

の

が

す

ご

く

大

事

だ

と

思

っ

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

田

ん

ぼ

を

所

有

し

て

い

て

も

田

ん

ぼ

経

験

が

な

い

と

い

う

人

も

増

え

て

い

ま

す

し

、

子

ど

も

は

も

ち

ろ

ん

、

50

代

60

代

な

ど

も

改

め

て

関

心

を

持

ち

、

本

当

の

意

味

で

「

自

然

が

豊

か

な

一

関

」

と

言

え

る

よ

う

に

な

り

た

い

も

の

で

す

ね

。

２
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※３ 特定外来生物による生態系、人の生命・身体、農林水産業への被害を防止し、生物の多様性の確保、人の生命・身体の保護、農林水産業の健全な

発展に寄与することを通じて、国民生活の安定向上に資することを目的とした法律。問題を引き起こす海外起源の外来生物を「特定外来生物」として指

定し、その飼養、栽培、保管、運搬、輸入といった取扱いを規制し、特定外来生物の防除等を行うこととしている。

※１ 鷲谷いづみ。日本の生物学者。東京大学大学院農学生命科学研究科元教授(～2015年３月)、中央大学元教授(～2020年３月)。絶滅危惧植物の

生態、保全方法を研究しており、外来種の生態系、人間への影響についても先駆的な研究を行う。

※２ 須田孫七(故)。民間の昆虫学者。自然科学児童書の監修や執筆を多数手がけ、東京大学総合研究博物館に約10万点の昆虫標本を寄贈し、同研究
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「一般社団法人久保川イーハトーブ自然再生研究

所」主任研究員として久保川流域の生態系保全活動
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よる「こども環境管理士」２級資格保有)。「岩手

日日新聞」で月２回連載する「里山スケッチ」は来

年で10年目。昭和62年東京都生まれ、花泉町在住。

一般社団法人久保川イーハトーブ自然再生研究所

主任研究員 佐藤良平

×××× いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹
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原

さ

ん

。

震

災

直

後

か

ら

被

災

地

に

物

資

を

届

け

続

け

て

い

た

荒

井

さ

ん

が

、

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

目

的

の

ツ

ー

リ

ン

グ

イ

ベ

ン

ト

を

企

画

し

た

の

は

、

平

成

24

年

５

月

で

し

た

。

「

福

島

県

福

島

市

の

ハ

ー

レ

ー

屋

さ

ん

を

目

的

地

に

ツ

ー

リ

ン

グ

す

れ

ば

、

そ

の

周

辺

や

町

の

潤

い

に

繋

が

る

の

で

は

、

と

。

３

０

０

人

以

上

に

賛

同

し

て

い

た

だ

き

、

会

場

と

な

っ

た

果

樹

園

に

も

喜

ん

で

も

ら

え

ま

し

た

」

と

、

手

応

え

を

感

じ

た

荒

井

さ

ん

。

こ

の

時

は

10

人

の

仲

間

で

10

万

円

ず

つ

出

資

し

て

の

開

催

で

し

た

が

、

翌

年

か

ら

は

「

ス

タ

ッ

フ

(

メ

ン

バ

ー

)

は

１

円

も

出

さ

ず

、

身

体

と

時

間

だ

け

を

提

供

し

て

も

ら

う

」

と

決

心

。

個

人

・

企

業

な

ど

か

ら

の

協

賛

金

と

、

参

加

費

含

め

た

ラ

イ

ブ

チ

ケ

ッ

ト

(

後

述

)

を

一

般

販

売

。

必

要

経

費

以

外

(

ス

タ

ッ

フ

は

弁

当

の

み

)

は

開

催

地

や

被

災

地

の

義

援

金

に

回

す

「

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

あ

り

き

」

の

運

営

で

す

。

３

回

目

の

開

催

地

と

な

っ

た

宮

城

県

女

川

町

で

は

、

何

も

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

浜

を

目

的

地

に

設

定

。

女

川

町

役

場

の

協

力

の

も

と

、

約

５

０

０

人

が

ツ

ー

リ

ン

グ

で

集

結

し

ま

し

た

。

こ

の

ツ

ー

リ

ン

グ

は

、

モ

ー

タ

ー

サ

イ

ク

ル

チ

ー

ム

で

ロ

ッ

ク

バ

ン

ド

で

も

あ

る

「

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｌ

Ｓ

」

の

リ

ー

ダ

ー

・

佐

藤

秀

光

氏

が

先

頭

と

な

り

、

目

的

地

に

は

特

設

の

ト

ラ

ッ

ク

ス

テ

ー

ジ

に

て

「

Ｃ

Ｏ

Ｏ

Ｌ

Ｓ

」

の

ラ

イ

ブ

も

開

催

。

オ

ー

ト

バ

イ

愛

好

者

だ

け

で

な

く

、

地

元

住

民

に

も

活

気

を

与

え

、

何

も

な

く

な

っ

た

浜

に

多

く

の

人

が

集

う

光

景

に

涙

を

流

す

人

も

多

か

っ

た

と

言

い

ま

す

。

「

来

て

欲

し

い

、

と

い

う

要

望

が

あ

る

場

所

を

目

的

地

に

し

て

い

る

。

当

市

の

花

と

泉

の

公

園

(

ぼ

た

ん

園

)

で

も

２

回

開

催

し

ま

し

た

。

回

を

重

ね

る

ご

と

に

共

感

者

や

ス

タ

ッ

フ

が

増

え

て

い

っ

て

い

る

」

と

、

荒

井

さ

ん

は

活

動

の

広

が

り

を

実

感

し

て

い

ま

す

。

「

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

あ

り

き

」

の

２

つ

の

イ

ベ

ン

ト

を

毎

年

開

催

す

る

裏

に

は

、

オ

ー

ト

バ

イ

愛

好

者

た

ち

が

「

良

い

年

の

取

り

方

を

す

る

よ

う

に

」

と

い

う

想

い

が

あ

り

ま

す

。

悪

印

象

で

見

ら

れ

が

ち

な

オ

ー

ト

バ

イ

愛

好

者

で

す

が

「

だ

か

ら

こ

そ

や

る

」

と

、

荒

井

さ

ん

。

「

俺

た

ち

で

も

で

き

る

、

と

い

う

背

中

を

見

せ

た

い

。

仲

間

意

識

は

人

一

倍

強

く

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

も

す

ご

い

。

佐

藤

秀

光

さ

ん

の

よ

う

に

『

や

ん

ち

ゃ

な

良

い

大

人

』

の

背

中

を

見

せ

る

こ

と

で

、

良

い

年

の

取

り

方

が

で

き

る

よ

う

に

向

け

て

あ

げ

る

」

と

続

け

、

そ

の

た

め

に

、

「

未

来

あ

る

子

ど

も

た

ち

(

18

歳

以

下

)

は

参

加

費

無

料

」

と

し

て

い

ま

す

。

演

芸

会

で

は

、

寄

付

金

を

市

社

会

福

祉

協

議

会

に

寄

付

す

る

だ

け

で

な

く

、

近

隣

福

祉

施

設

の

利

用

者

を

無

料

招

待

す

る

と

い

う

地

域

貢

献

も

。

「

補

助

金

を

使

わ

な

い

の

か

と

よ

く

言

わ

れ

る

が

、

一

度

も

使

っ

た

こ

と

が

な

い

。

我

々

は

自

分

た

ち

の

手

で

で

き

る

範

囲

の

こ

と

を

す

る

の

み

。

娯

楽

の

提

供

が

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

に

つ

な

が

る

、

と

い

う

仕

組

み

を

作

っ

て

い

る

だ

け

」

と

、

「

良

い

年

の

取

り

方

」

を

体

現

し

続

け

ま

す

。

菅原菅原菅原菅原 秀一秀一秀一秀一さんさんさんさん

ゴール地点で参加者を

受け入れるため、先に

現地入りし、現場で指

揮をとる重要ポジショ

ン。交通整理、駐車誘

導、会場設営など、大

勢のスタッフをまとめ

ます。

荒井荒井荒井荒井 供実供実供実供実さんさんさんさん

家業は牛乳店。亡き母

が股旅舞踊ファンだっ

たこともあり、叔父の

演芸会を継承。オート

バイの世界では知られ

た存在で、佐藤秀光氏

とは20年以上の付き合

い。

毎

年

６

月

、

花

泉

町

で

約

20

年

に

渡

り

開

催

さ

れ

て

い

る

「

演

芸

会

」

。

股

旅

舞

踊

に

特

化

し

た

演

芸

会

か

ら

始

ま

り

、

現

在

は

「

花

泉

大

演

芸

会

」

と

し

て

、

股

旅

舞

踊

の

他

に

日

本

舞

踊

・

マ

ド

ロ

ス

舞

踊

・

大

衆

演

劇

・

オ

ペ

ラ

・

演

歌

な

ど

、

様

々

な

「

演

芸

」

を

一

挙

に

楽

し

め

る

機

会

に

発

展

し

ま

し

た

。

「

本

番

ま

で

の

準

備

が

大

変

で

、

や

め

よ

う

か

な

と

思

う

こ

と

も

あ

る

が

、

帰

り

際

に

『

楽

し

か

っ

た

』

『

来

年

も

頼

む

よ

』

と

言

わ

れ

る

と

弱

く

て

ね

」

と

、

苦

笑

い

を

見

せ

る

の

は

、

同

イ

ベ

ン

ト

を

主

催

す

る

「

ア

ラ

ト

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

」

の

代

表

・

荒

井

供

実

さ

ん

で

す

。

荒

井

さ

ん

は

叔

父

が

開

催

し

て

き

た

股

旅

舞

踊

の

演

芸

会

を

継

承

し

、

令

和

５

年

が

荒

井

さ

ん

と

し

て

は

５

回

目

の

開

催

。

自

身

は

舞

踊

の

世

界

に

縁

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

そ

れ

を

逆

手

に

取

り

、

普

段

は

同

じ

舞

台

に

は

立

つ

こ

と

の

な

い

ジ

ャ

ン

ル

の

演

者

た

ち

に

オ

フ

ァ

ー

し

、

観

客

の

裾

野

を

広

げ

て

い

ま

す

。

同

会

が

主

催

す

る

イ

ベ

ン

ト

に

は

も

う

一

つ

「

東

北

ウ

ォ

ン

テ

ッ

ド

バ

イ

カ

ー

ツ

ー

リ

ン

グ

(

Ｃ

Ｈ

Ｏ

Ｐ

Ｐ

Ｅ

Ｒ

東

北

)

」

と

い

う

オ

ー

ト

バ

イ

愛

好

者

向

け

の

イ

ベ

ン

ト

が

。

こ

の

イ

ベ

ン

ト

は

令

和

５

年

８

月

で

12

回

目

を

数

え

ま

す

。

全

く

毛

色

の

異

な

る

こ

の

２

つ

の

イ

ベ

ン

ト

に

共

通

す

る

の

が

「

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

目

的

」

で

開

催

し

て

い

る

と

い

う

こ

と

と

、

ス

タ

ッ

フ

(

メ

ン

バ

ー

)

の

多

く

が

「

オ

ー

ト

バ

イ

愛

好

者

」

で

あ

る

と

い

う

こ

と

。

こ

れ

ま

で

の

寄

付

額

は

合

計

３

０

０

万

円

に

も

上

り

ま

す

。

き

っ

か

け

は

平

成

20

年

の

岩

手

・

宮

城

内

陸

地

震

。

今

で

は

同

会

イ

ベ

ン

ト

の

要

と

な

っ

て

い

る

菅

原

秀

一

さ

ん

の

義

母

が

土

石

流

に

よ

り

行

方

不

明

と

な

り

ま

し

た

。

仕

事

で

親

交

の

あ

っ

た

荒

井

さ

ん

は

、

バ

イ

ク

仲

間

に

声

を

か

け

、

再

捜

索

の

た

め

の

義

援

金

を

募

り

ま

す

。

「

そ

の

時

の

気

持

ち

を

お

返

し

し

た

い

と

思

い

、

東

日

本

大

震

災

発

生

を

受

け

て

荒

井

さ

ん

が

動

き

出

し

た

時

か

ら

参

加

し

て

い

ま

す

」

と

、

振

り

返

る

菅

３４

団体

紹介

アラトプロジェクトアラトプロジェクトアラトプロジェクトアラトプロジェクト

オートバイ愛好者(特にバイクショップ

「CHOPPER」の愛好者)を中心に、チャリ

ティーを目的とした２つのイベントを企画

運営。核となる約５人のメンバーに加え、

オートバイイベントの際には多い時で約70

人がスタッフ(無償)として従事。

「「「「

娯

楽

娯

楽

娯

楽

娯

楽

」」」」

とととと

「「「「

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

」」」」

を

つ

な

い

で

を

つ

な

い

で

を

つ

な

い

で

を

つ

な

い

で

毛

色

の

違

う

２

つ

の

イ

ベ

ン

ト

の

共

通

点

- Photo gallery -gallery -

令

和

元

年

令

和

元

年

令

和

元

年

令

和

元

年

はははは

一

関

市

一

関

市

一

関

市

一

関

市

に

も

に

も

に

も

に

も

バ

イ

ク

イ

ベ

ン

ト

の

寄

付

は

目

的

地

及

び

直

近

で

災

害

が

あ

っ

た

自

治

体

へ

。

令

和

元

年

は

当

市

と

北

海

道

厚

真

町

へ

、

各

21

万

５

千

円

を

寄

付

。

今

年

今

年

今

年

今

年

はははは

気

仙

沼

気

仙

沼

気

仙

沼

気

仙

沼

へへへへ

令

和

５

年

度

の

ツ

ー

リ

ン

グ

先

は

気

仙

沼

。

当

市

の

み

な

ら

ず

、

全

国

か

ら

オ

ー

ト

バ

イ

愛

好

者

が

集

ま

る

た

め

、

ス

タ

ッ

フ

も

60

人

体

制

！

多

種

多

様

多

種

多

様

多

種

多

様

多

種

多

様

なななな

出

演

者

出

演

者

出

演

者

出

演

者

股

旅

舞

踊

の

大

御

所

・

宮

野

浅

太

郎

氏

は

じ

め

、

若

手

の

大

衆

演

劇

ス

タ

ー

な

ど

、

幅

広

い

演

者

た

ち

。

花

泉

ゆ

か

り

の

演

者

も

多

数

出

演

。

会

場

設

営

会

場

設

営

会

場

設

営

会

場

設

営

もももも

自

分

自

分

自

分

自

分

た

ち

で

た

ち

で

た

ち

で

た

ち

で

約

３

０

０

人

が

来

場

す

る

の

は

花

泉

総

合

福

祉

セ

ン

タ

ー

。

椅

子

の

設

置

な

ど

、

重

労

働

な

事

前

準

備

も

、

メ

ン

バ

ー

の

無

償

奉

仕

で

す

。

Ｑ.活動の「原動力」は？

代表代表代表代表 現場責任者現場責任者現場責任者現場責任者

アラトプロジェクト

「

や

ん

ち

ゃ

な

大

人

」

た

ち

に

よ

る

「

地

域

貢

献

」

あらい ともみ すがわら しゅういち

Ａ.出会い
Ａ.人と人との繋がり

全

国

唯

一

！

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

目

的

の

オ

ー

ト

バ

イ

イ

ベ

ン

ト



で

は

見

事

に

優

勝

し

、

県

大

会

へ

進

む

な

ど

、

民

区

の

壁

を

越

え

て

活

躍

し

て

い

ま

す

。

さ

ら

に

、

中

里

地

区

民

運

動

会

(

コ

ロ

ナ

禍

で

３

年

中

止

)

で

は

、

中

里

地

区

内

最

少

戸

数

で

あ

り

な

が

ら

も

総

合

優

勝

10

連

覇

と

い

う

快

挙

を

成

し

遂

げ

る

な

ど

、

団

結

力

の

強

さ

に

は

定

評

が

。

副

区

長

の

佐

藤

和

弘

さ

ん

は

、

「

戸

数

が

少

な

い

の

で

人

集

め

は

苦

労

す

る

が

、

声

を

か

け

れ

ば

若

者

た

ち

も

参

加

し

て

く

れ

る

。

そ

う

し

た

機

会

に

若

者

と

顔

見

知

り

に

な

り

、

そ

こ

か

ら

自

然

派

生

的

に

『

暑

い

か

ら

飲

も

う

』

と

個

人

宅

に

集

ま

っ

て

『

生

ビ

ー

ル

大

会

』

を

し

た

こ

と

も

あ

っ

た

。

現

在

は

生

ビ

ー

ル

大

会

は

し

て

い

な

い

が

、

何

か

行

事

を

し

た

と

き

の

打

ち

上

げ

に

は

お

酒

を

用

意

し

、

若

者

と

の

『

飲

み

に

ケ

ー

シ

ョ

ン

』

を

大

切

に

し

て

い

る

」

と

、

若

者

の

巻

き

込

み

方

の

秘

訣

を

語

り

、

「

我

々

の

よ

う

な

上

の

世

代

が

逐

一

教

え

な

く

て

も

、

若

者

た

ち

は

お

酒

の

場

で

学

び

、

そ

れ

が

き

っ

か

け

で

民

区

行

事

に

関

わ

っ

て

く

れ

る

。

コ

ン

パ

ク

ト

な

民

区

だ

か

ら

こ

そ

で

き

る

こ

と

か

も

し

れ

な

い

」

と

続

け

ま

す

。

１

月

に

新

年

会

と

年

祝

い

、

祈

祷

を

兼

ね

た

「

御

日

待

(

お

ひ

ま

ち

)

」

、

８

月

に

「

サ

マ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

(

コ

ロ

ナ

禍

で

自

粛

中

)

」

、

春

・

秋

の

一

斉

清

掃

な

ど

の

事

業

を

行

う

同

民

区

。

加

え

て

、

同

民

区

近

隣

に

は

Ｊ

Ａ

い

わ

て

平

泉

一

関

中

央

店

や

イ

オ

ン

ス

ー

パ

ー

セ

ン

タ

ー

一

関

店

な

ど

の

施

設

が

立

ち

並

び

、

車

や

人

通

り

が

多

い

こ

と

か

ら

、

５

・

７

・

９

月

に

施

設

周

辺

の

草

刈

り

を

ほ

ぼ

全

戸

参

加

で

実

施

し

、

住

民

だ

け

で

な

く

、

そ

こ

を

訪

れ

る

人

も

気

持

ち

良

く

過

ご

せ

る

よ

う

環

境

整

備

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

公

夫

さ

ん

は

、

「

車

や

人

通

り

が

多

い

た

め

、

ゴ

ミ

の

ポ

イ

捨

て

が

あ

る

。

捨

て

ら

れ

て

い

る

ゴ

ミ

は

記

録

と

し

て

撮

影

後

、

こ

ち

ら

で

処

分

し

て

い

る

が

、

住

民

た

ち

が

気

持

ち

良

く

生

活

が

で

き

る

よ

う

に

注

意

喚

起

は

し

て

い

き

た

い

ね

」

と

苦

言

を

呈

し

な

が

ら

も

今

後

の

取

り

組

み

に

つ

い

て

考

え

ま

す

。

25

年

ほ

ど

前

ま

で

は

40

歳

未

満

が

加

入

す

る

「

若

夫

婦

会

」

が

あ

り

、

積

み

立

て

旅

行

を

し

て

い

た

こ

と

も

。

「

大

林

長

寿

ク

ラ

ブ

」

会

長

の

小

野

寺

光

男

さ

ん

は

、

「

昔

は

各

戸

に

若

夫

婦

が

い

て

、

若

夫

婦

の

Ｏ

Ｂ

会

と

い

う

の

も

あ

っ

た

。

若

夫

婦

会

→

Ｏ

Ｂ

会

→

老

人

ク

ラ

ブ

と

い

う

流

れ

が

当

た

り

前

だ

っ

た

が

、

今

で

は

老

人

ク

ラ

ブ

へ

の

加

入

者

(

60

歳

以

上

)

だ

け

が

増

え

て

い

る

」

と

民

区

内

の

高

齢

化

に

悩

み

な

が

ら

も

「

い

き

い

き

教

室

は

全

戸

か

ら

の

参

加

が

あ

り

、

参

加

率

が

と

て

も

良

い

」

と

話

し

ま

す

。

幾

度

と

な

い

水

害

を

乗

り

越

え

、

治

水

対

策

で

戸

数

は

半

減

し

た

も

の

の

、

住

民

同

士

の

交

流

が

絶

え

な

い

よ

う

各

種

事

業

で

築

い

て

き

た

関

係

性

を

、

こ

れ

か

ら

も

コ

ン

パ

ク

ト

な

民

区

だ

か

ら

こ

そ

で

き

る

カ

タ

チ

で

つ

な

ぎ

続

け

ま

す

。

か

つ

て

中

里

10

民

区

は

、

「

上

大

林

」

「

下

大

林

」

の

小

字

で

構

成

さ

れ

、

50

戸

１

５

０

人

ほ

ど

が

暮

ら

し

て

い

ま

し

た

。

磐

井

川

沿

い

の

平

坦

な

土

地

だ

っ

た

た

め

、

度

重

な

る

水

害

に

悩

ま

さ

れ

て

い

ま

し

た

が

、

昭

和

47

年

、

建

設

省
(

当

時

)

か

ら

発

表

さ

れ

た

一

関

遊

水

地

計

画

の

素

案

で

、

下

大

林

は

第

一

遊

水

地

の

整

備

区

域

内

＝

移

転

対

象

と

な

り

ま

し

た

。

昭

和

51

年

頃

か

ら

移

転

が

開

始

さ

れ

、

同

民

区

に

残

っ

た

の

は

わ

ず

か

24

戸

(

現

在

は

23

戸

)

。

中

里

地

区

内

の

最

少

戸

数

と

な

り

ま

し

た

。

「

当

民

区

だ

け

で

な

く

、

こ

の

地

域

一

帯

は

水

害

常

襲

地

帯

だ

っ

た

た

め

、

各

家

に

は

舟

が

常

備

さ

れ

て

い

た

が

、

治

水

対

策

が

進

み

、

舟

を

所

有

し

て

い

る

家

は

少

な

く

な

っ

た

。

ま

た

、

水

害

を

経

験

し

た

人

た

ち

も

少

な

く

な

っ

て

い

ま

す

。

今

の

姿

だ

け

を

見

れ

ば

、

『

安

全

安

心

な

地

域

』

『

暮

ら

し

や

す

い

地

域

』

と

思

え

る

か

も

し

れ

な

い

が

、

当

民

区

で

は

防

災

意

識

を

低

下

さ

せ

な

い

た

め

に

、

水

害

だ

け

で

な

く

、

い

つ

く

る

か

分

か

ら

な

い

地

震

や

火

事

な

ど

、

災

害

へ

の

防

災

意

識

を

一

人

ひ

と

り

が

持

つ

機

会

を

作

っ

て

い

ま

す

」

と

、

区

長

の

小

野

寺

公

夫

さ

ん

は

語

り

ま

す

。

備

え

の

大

切

さ

を

伝

え

る

取

り

組

み

と

し

て

、

一

斉

清

掃

の

際

に

発

電

機

の

点

検

を

実

施

し

、

令

和

２

年

度

に

は

民

区

独

自

の

防

災

マ

ニ

ュ

ア

ル

を

作

成

。

豪

雨

な

ど

、

避

難

指

示

が

発

令

さ

れ

る

可

能

性

が

あ

る

状

況

下

で

取

る

べ

き

行

動

や

、

発

令

後

の

流

れ

、

対

応

な

ど

が

明

記

さ

れ

て

お

り

、

い

ざ

と

い

う

時

に

備

え

て

い

ま

す

。

「

こ

の

民

区

は

野

球

と

お

酒

が

好

き

な

人

た

ち

が

集

ま

っ

て

い

る

」

と

笑

う

公

夫

さ

ん

。

昭

和

54

年

、

上

大

林

に

住

む

野

球

愛

好

家

た

ち

を

中

心

に

「

上

大

林

倶

楽

部

」

が

結

成

さ

れ

ま

す

が

、

メ

ン

バ

ー

の

高

齢

化

な

ど

も

あ

り

、

現

在

は

近

隣

地

域

か

ら

の

加

入

も

受

け

入

れ

て

い

ま

す

。

そ

れ

で

も

、

昨

年

行

わ

れ

た

「

第

52

回

県

早

起

き

野

球

大

会

一

関

市

予

選

」

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

区長区長区長区長

小野寺小野寺小野寺小野寺 公夫公夫公夫公夫さんさんさんさん

前区長が体調不良によ

り任期途中で辞任した

ことを受け、区長に

(８年目)。陸前高田市

出身。中里まちづくり

協議会の副会長も務め

る。

小野寺小野寺小野寺小野寺 光男光男光男光男さんさんさんさん

令和５年度に会長就任。

コロナ禍以降、同クラ

ブの活動は自粛中です

が、「研修旅行が楽し

み」と話します。生ま

れも育ちも上大林。

中里10民区

５６

小小小小

さ

な

さ

な

さ

な

さ

な

民

区

民

区

民

区

民

区

だ

か

ら

こ

そ

だ

か

ら

こ

そ

だ

か

ら

こ

そ

だ

か

ら

こ

そ

、、、、

交

流

交

流

交

流

交

流

をををを

大

切

大

切

大

切

大

切

にににに

治

水

対

策

で

戸

数

が

半

減

- Photo gallery -gallery -

有

志

有

志

有

志

有

志

がががが

出

動

出

動

出

動

出

動

し

て

し

て

し

て

し

て

雪雪雪雪

か

き

か

き

か

き

か

き

積

雪

量

が

多

か

っ

た

３

年

前

か

ら

、

民

区

内

を

通

る

道

路

の

雪

か

き

を

す

る

有

志

が

自

然

派

生

的

に

集

結

。

若

者

も

活

躍

し

て

い

ま

す

。

メ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

の

メ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

の

メ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

の

メ

イ

ン

イ

ベ

ン

ト

の

一一一一

つつつつ

住

民

だ

け

で

な

く

、

お

盆

に

帰

省

す

る

人

た

ち

も

楽

し

む

「

サ

マ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

。

ト

ラ

ッ

ク

の

荷

台

が

特

設

ス

テ

ー

ジ

で

す

。

住

民

総

出

住

民

総

出

住

民

総

出

住

民

総

出

のののの

草

刈

草

刈

草

刈

草

刈

りりりり

み

ん

な

が

快

適

に

通

行

で

き

る

よ

う

、

民

区

独

自

事

業

と

し

て

年

３

回

実

施

し

て

い

る

草

刈

り

。

綺

麗

な

沿

道

は

同

民

区

の

努

力

の

賜

物

で

す

。

１１１１

年年年年

の

ご

の

ご

の

ご

の

ご

多

幸

多

幸

多

幸

多

幸

をををを

願願願願

っ

て

っ

て

っ

て

っ

て

ほ

ぼ

全

戸

か

ら

参

加

す

る

「

御

日

待

」

。

集

会

所

に

集

ま

り

、

年

祝

い

も

兼

ね

て

御

祈

祷

し

て

い

た

だ

き

ま

す

(

写

真

は

平

成

29

年

)

。

地域

紹介

中里中里中里中里10101010民区民区民区民区((((中里中里中里中里))))

行政区は「中里10区」。近隣にはJAいわて

平泉一関中央店、イオンスーパーセンター

一関店などがあり、中里地区内では世帯数が

一番少ない23戸83人が暮らす。区長、副区長、

会計、監事、東班班長、西班班長(２班体制)

で構成される。

共

通

の

楽

し

み

は

「

野

球

」

と

「

お

酒

」

各

種

事

業

で

交

流

づ

く

り

おのでらきみお おのでらみつお

Ａ.全員参加で地域づくりを！ Ａ.まとまりの良い所です

左の写真：中里地区民運動会での集合写真(令和元年)

大林長寿大林長寿大林長寿大林長寿クラブクラブクラブクラブ 会長会長会長会長

一関



藤沢

店

舗

や

工

場

、

一

般

家

庭

な

ど

の

玄

関

マ

ッ

ト

や

モ

ッ

プ

な

ど

の

レ

ン

タ

ル

を

行

う

「

リ

ー

ス

キ

ン

」

。

リ

ー

ス

キ

ン

東

京

支

店

の

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

ス

タ

ッ

フ

と

し

て

勤

務

し

て

い

た

前

代

表

取

締

役

の

岩

山

恭

丸

さ

ん

は

、

昭

和

40

年

代

半

ば

に

独

立

し

、

代

理

店

と

な

り

、

東

京

都

や

千

葉

県

、

埼

玉

県

な

ど

の

エ

リ

ア

で

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

て

い

ま

し

た

。

昭

和

50

年

代

半

ば

に

藤

沢

町

(

当

時

)

に

帰

郷

す

る

と

同

時

に

、

同

町

を

拠

点

に

同

様

の

サ

ー

ビ

ス

を

展

開

。

当

時

は

好

景

気

で

、

両

磐

地

域

で

も

店

舗

や

工

場

が

増

加

。

そ

れ

に

と

も

な

い

同

サ

ー

ビ

ス

の

ニ

ー

ズ

も

増

え

ま

し

た

。

リ

ー

ス

キ

ン

の

東

北

本

部

で

の

修

行

を

終

え

、

長

男

で

現

代

表

取

締

役

の

岩

山

成

恭

さ

ん

が

同

社

に

入

社

し

た

の

が

平

成

16

年

。

同

年

10

月

に

新

潟

県

を

中

心

に

発

生

し

た

新

潟

県

中

越

地

震

の

報

道

を

見

て

「

今

提

供

し

て

い

る

サ

ー

ビ

ス

は

地

域

密

着

型

。

局

所

的

な

災

害

が

起

き

た

ら

事

業

継

続

が

困

難

と

な

る

」

と

考

え

、

新

た

な

事

業

も

模

索

す

る

こ

と

に

。

そ

こ

で

目

を

付

け

た

の

が

「

エ

ス

プ

レ

ッ

ソ

マ

シ

ン

」

の

レ

ン

タ

ル

を

提

供

す

る

オ

フ

ィ

ス

コ

ー

ヒ

ー

事

業

。

「

こ

の

地

域

に

も

っ

と

コ

ー

ヒ

ー

文

化

を

根

付

か

せ

た

い

」

と

考

え

た

岩

山

さ

ん

は

、

同

事

業

の

ノ

ウ

ハ

ウ

を

学

び

、

「

エ

ス

プ

チ

」

部

門

を

開

設

し

ま

す

。

差

別

化

を

図

る

た

め

、

全

国

ど

こ

へ

で

も

レ

ン

タ

ル

可

能

と

な

る

よ

う

、

当

時

普

及

し

始

め

て

い

た

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

を

活

用

し

、

通

常

の

オ

フ

ィ

ス

コ

ー

ヒ

ー

だ

け

で

な

く

、

イ

ベ

ン

ト

用

の

短

期

レ

ン

タ

ル

な

ど

に

も

対

応

。

そ

の

後

、

コ

ン

ビ

ニ

コ

ー

ヒ

ー

や

手

軽

で

安

価

な

通

販

型

コ

ー

ヒ

ー

マ

シ

ン

サ

ー

ビ

ス

の

登

場

に

よ

り

需

要

減

の

懸

念

が

あ

っ

た

も

の

の

、

「

外

出

せ

ず

に

ボ

タ

ン

一

つ

で

挽

き

た

て

の

本

格

コ

ー

ヒ

ー

を

楽

し

め

る

」

と

い

う

価

値

を

認

め

た

顧

客

に

支

え

ら

れ

、

今

で

は

同

社

の

主

力

サ

ー

ビ

ス

の

1

つ

に

な

っ

て

い

ま

す

。

主

に

３

事

業

の

展

開

と

な

り

ま

し

た

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

状

況

は

一

変

。

「

エ

ス

プ

チ

」

部

門

は

顧

客

の

飲

食

店

の

休

業

で

需

要

減

。

ボ

ル

ダ

リ

ン

グ

ジ

ム

の

「

ク

レ

イ

ガ

ー

ズ

」

部

門

も

外

出

自

粛

、

レ

ク

需

要

減

で

低

調

に

…
…

。

し

か

し

、

「

リ

ー

ス

キ

ン

」

部

門

は

、

ト

イ

レ

専

用

マ

ッ

ト

や

エ

タ

ノ

ー

ル

消

毒

液

の

需

要

が

急

伸

し

、

な

ん

と

か

売

上

を

キ

ー

プ

。

「

コ

ロ

ナ

禍

だ

け

で

な

く

、

バ

ブ

ル

崩

壊

か

ら

数

年

ご

と

に

大

変

な

時

期

が

あ

り

、

そ

の

都

度

そ

の

困

難

と

向

き

合

う

こ

と

で

、

解

決

策

や

新

し

い

サ

ー

ビ

ス

を

模

索

し

て

き

ま

し

た

。

結

果

的

に

、

衛

生

環

境

『

リ

ー

ス

キ

ン

』

も

、

ホ

ッ

と

す

る

ひ

と

と

き

を

提

供

す

る

『

エ

ス

プ

チ

』

も

、

健

康

寿

命

増

進

に

つ

な

が

る

『

ク

レ

イ

ガ

ー

ズ

』

も

、

す

べ

て

『

健

康

』

と

い

う

テ

ー

マ

に

つ

な

が

る

の

で

す

よ

」

と

岩

山

さ

ん

は

笑

顔

で

語

り

ま

す

。

「

時

代

や

社

会

情

勢

の

変

化

、

人

口

減

少

な

ど

を

受

け

、

地

域

の

景

色

も

変

わ

っ

て

く

る

。

そ

の

変

化

の

中

で

、

暮

ら

し

て

い

る

人

た

ち

が

『

助

か

る

な

あ

』

と

思

う

こ

と

、

あ

る

い

は

今

は

気

づ

い

て

い

な

い

、

健

康

や

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

に

つ

な

が

る

こ

と

を

見

つ

け

出

す

こ

と

が

、

自

分

た

ち

の

使

命

。

時

代

を

敏

感

に

捉

え

た

サ

ー

ビ

ス

を

模

索

し

て

い

く

」

と

、

力

強

く

語

り

ま

す

。

７

企業

紹介
藤沢町を拠点に、北は花巻市、南は宮城県北エリアでサービスを展開する

「リースキン(レンタルマット・モップ、エアコンや換気扇等のハウスクリーニ

ング、工業用ウエス、トイレットペーパーやエタノール消毒液を含む環境衛生

用品、水の宅配)」と、「エスプチ(全自動エスプレッソマシンのレンタル、

コーヒー豆販売)」、「Crager’s(クレイガーズ)奥州水沢(ボルダリングジム、ボ

ルダリング用品販売)」など、主に３事業を展開。昭和50年代初期から現在地で

事業展開し、平成２年「有限会社岩山商会」を設立。平成23年に現代表の岩山

成恭さんが２代目に就任し、事業をアグレッシブに拡大させています。

すべてはすべてはすべてはすべては地域地域地域地域でででで暮暮暮暮らすらすらすらす人々人々人々人々のののの「「「「健康健康健康健康」」」」のためにのためにのためにのために

「

モ

ッ

プ

」

か

ら

「

コ

ー

ヒ

ー

マ

シ

ン

」

へ

１

同社が経営するボルダリング

ジム「Crager’s奥州水沢」。

ホールドは随時更新されます。

DATA

〒029-3403

一関市藤沢町砂子田

字百目木34-1

TEL 0191-63-4232

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第55555555話話話話

今月のテーマ

藤沢町砂子田の本社社屋外観。

代表取締役の岩山成恭さん。

理想と現実理想と現実理想と現実理想と現実 ～忘れられがちな視点とは～～忘れられがちな視点とは～～忘れられがちな視点とは～～忘れられがちな視点とは～

地域企業の理念にせまります。

８

分

野

の

異

な

る

３

事

業

も

、

つ

な

が

る

先

は

一

つ

地域運営の落とし穴
‘多様性’の難しさ

２

３

39
有限会社 岩山商会

令和４年12月23日から、岩手県内で初となる「一関市パートナーシップ制度」の運用が開始されました。日常

生活において様々な悩みや生きづらさを抱えている「性的マイノリティ」の方々の思いに寄り添い、パートナー

としての関係が尊重され、自らの意思と選択に基づいて、自分らしく生きることができる社会の実現にむけた取

り組みです。

この制度は、「第４次いちのせき男女共同参画プラン」において「個性の尊重と多様性への理解の促進」を重

点施策に掲げ、性的マイノリティなど、多様性への理解の促進や人権教育の充実を図ることが基礎的考え方に

なっていますが、この‘‘‘‘多様性多様性多様性多様性’’’’について、重要性は理解できるのですが、‘‘‘‘どのようにどのようにどのようにどのように社会社会社会社会でででで実現実現実現実現するかするかするかするか’’’’は、

ものすごく難しいと感じています。

多様性とは、生態系から働き方、文化まで、幅広い分野で語られるのですが、男女共同参画プランに掲げる多

様性の場合は、‘‘‘‘人権人権人権人権’’’’を中心とした文脈です。性別、年齢、国籍、障がいの有無などの‘‘‘‘属性属性属性属性’’’’のののの多様性多様性多様性多様性、価

値観やライフスタイルなどの‘‘‘‘思考思考思考思考’’’’のののの多様性多様性多様性多様性を高めていかないと、「生きづらさ」を感じる人がおり、「誰一

人取り残さない」社会が実現できないからです。この考えは、ものすごく理解できます。理解できるのですが、

‘どうしたらいいものか？’という現実問題もあるのです。

認知症を患っている方を支えている家族の中には、認知症による‘妄想’に悩んでいるケースも。

認知症にも様々な症状がありますが、Ａさんの場合、被害妄想、嫉妬妄想が強く、隣近所に

お茶のみに行っては、「家族からのいじめにあっている」などの話をしているようで、その

話を聞いた近所の人から確認(心配)の電話が来ることが。本人は、いたって平然を装うので、

他人からすれば認知症による被害妄想とは受け取れないのです。認知症ですし、介護保険の

サービスを使って……と思うのですが、要介護認定の時に限って‘めちゃくちゃ頑張ったハ

イレベルな対応’をして認定レベルが上がらないという「介護あるある」はよく聞く話で、

「家族が我慢するしかない」というのです。

また、うつ病を患っている方を支えている家族の方は、状況の変化による症状の悪化に悩

んでいます。うつ病にも様々な症状がありますが、Ｂさんの場合、特定の家族に対して攻撃

的になり、近づくことすら恐怖だと言います。誰かに相談しようにも、特定の人以外には攻

撃することがないので、理解してもらうことが難しいのです。何とかしようと主治医に相談

に行っても「守秘義務があるから本人が同席しなければ対応できない」と言われ、「何もで

きずに我慢する、距離を置くしかない」とのことです。

一人ひとりが幸せに暮らせるように制度や支援策も多々ある福祉分野福祉分野福祉分野福祉分野は、多様性多様性多様性多様性のののの理解促進理解促進理解促進理解促進のののの手本手本手本手本となるよう

なもの。しかし、実際実際実際実際のののの制度制度制度制度やややや支援策支援策支援策支援策はははは「「「「本人支援本人支援本人支援本人支援」」」」がががが中心中心中心中心になっていてになっていてになっていてになっていて、「、「、「、「家族支援家族支援家族支援家族支援」」」」などなどなどなど、、、、‘‘‘‘支支支支えるえるえるえる人人人人’’’’をををを

カバーできていないこともカバーできていないこともカバーできていないこともカバーできていないことも……………………。。。。

疾患を抱えた方を支えるのも重要ですが、一方で、疾患を抱えた方の家族が我慢するのではなく、被害被害被害被害をををを受受受受けけけけ

たりたりたりたり、、、、心労心労心労心労がががが絶絶絶絶えないえないえないえない「「「「家族家族家族家族」「」「」「」「パートナーパートナーパートナーパートナー」」」」のののの抱抱抱抱えるえるえるえる苦苦苦苦しみにしみにしみにしみに対対対対してのしてのしてのしての理解理解理解理解をををを促促促促すすすす取組取組取組取組みやみやみやみや支援策支援策支援策支援策がないと、

支支支支えるえるえるえる側側側側がががが疲弊疲弊疲弊疲弊してしまいます。

「「「「‘‘‘‘多様性社会多様性社会多様性社会多様性社会’’’’のののの理想理想理想理想」」」」にににに「「「「制度制度制度制度」」」」がががが追追追追いいいい付付付付かないかないかないかない現実現実現実現実は、身近な社会生活にたくさん潜んでいますが、守

秘義務に該当するようなこともあるため、声にできない方も多いのだと思います。

「誰一人取り残さない社会」は理想ですが、そのような社会になるためには、‘家族’や‘周囲’という‘自

助領域’では到底難しく、‘‘‘‘公助領域公助領域公助領域公助領域’’’’でででで専門的専門的専門的専門的にににに検討検討検討検討しししし、、、、仕組仕組仕組仕組みがみがみがみが構築構築構築構築されることがされることがされることがされることが必要必要必要必要でしょう。

声なき声を拾うことは、難解課題を拾うことにもなります。いまの時代、‘‘‘‘課題課題課題課題のののの連鎖連鎖連鎖連鎖’’’’が多く、複雑なケー

スが多いのも特徴です。難易度にも様々ありますが、誰一人取り残さない社会の実現のためには、見見見見てみぬふりてみぬふりてみぬふりてみぬふり

はできないはできないはできないはできないと、強く思うのです。



９

センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
80808080

室根町・釘子地区在住の方(90代)から聞いた「花泉の人たちが‘箕’を気仙沼に売

りに行く時に、この辺りで１泊していった。帰りには塩と‘ベト(≒魚のアラ)’を持っ

て帰って来た(のを見ていた)」というエピソードを元に、いわゆる「気仙沼街道」と

は異なる「花泉～気仙沼」の「いにしえの道」を調査し始めた我々。前号では「花泉

～気仙沼」を移動する背景やそのルートを考察してみましたが、今号ではその道中を

実際に通ってみたレポートです！ ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

渡舟場(日形村／現日形)

宿集落(現室根)

笹塞峠笹塞峠笹塞峠笹塞峠

徳田村(現藤沢)

内湾地区内湾地区内湾地区内湾地区

宿場ではないが馬屋や小屋

で人を泊めていた。賭博が

行われていたという噂も…

北上川には複数の渡舟場があった。日形

の「中神渡船場(公設)」は「初代北上大

橋」がかかったことで、昭和13年に廃止

になっているが、日形の町裏と黄海の小

日形を結ぶ渡舟は戦後も続いていた。

昭和期まで塩田が

あったという話も。

鹿折地区鹿折地区鹿折地区鹿折地区

■■■■

「「「「

箕箕箕箕

」」」」

をををを

「「「「

塩塩塩塩

」」」」

にににに

花泉花泉花泉花泉→→→→気仙沼気仙沼気仙沼気仙沼

「「「「箕箕箕箕とととと塩塩塩塩を交換してもらう旅」を交換してもらう旅」を交換してもらう旅」を交換してもらう旅」

推測ルート推測ルート推測ルート推測ルート

奈良坂村

(現花泉)

峠村

(現老松)

金沢村

(現金沢)

至薄衣至薄衣至薄衣至薄衣

北

上

川

北

上

川

北

上

川

北

上

川

黄海村

(現藤沢)

START

GOAL

廿一(新月村

／現気仙沼)

釘子村

(現室根)

小梨村

(現千厩)

▲徳仙丈山

現在の小松峠は、周辺田畑の所有

者などしか通らない。

小松峠小松峠小松峠小松峠

文献等を参考に、当センターとして推測するルートが、以下です。

奈良坂奈良坂奈良坂奈良坂((((花泉花泉花泉花泉)))) →→→→ 宿部落宿部落宿部落宿部落((((老松老松老松老松)))) →→→→ 日形日形日形日形のののの渡舟場渡舟場渡舟場渡舟場 ～～～～舟舟舟舟でででで対岸対岸対岸対岸へへへへ～～～～ →→→→ 黄海黄海黄海黄海((((藤沢藤沢藤沢藤沢)))) →→→→ 藤沢藤沢藤沢藤沢((((藤沢藤沢藤沢藤沢)))) →→→→ 徳田徳田徳田徳田((((藤沢藤沢藤沢藤沢))))

→→→→ 小梨小梨小梨小梨((((千厩千厩千厩千厩)))) →→→→ 釘子釘子釘子釘子((((室根室根室根室根)))) ～～～～１１１１泊泊泊泊することもすることもすることもすることも～～～～ →→→→ 笹塞峠笹塞峠笹塞峠笹塞峠 →→→→ 廿一廿一廿一廿一((((気仙沼気仙沼気仙沼気仙沼)))) →→→→ 手長山手長山手長山手長山 →→→→ 鹿折地区鹿折地区鹿折地区鹿折地区

越えなければいけない村境は９つ(と推測)。村境の多くは峠や川などであり、約60㎞の旅にはいくつもの難所があったことでしょう。

我々が実際に通ってみたのが「徳田村と小梨村の村境」「小松峠」「笹塞峠」「廿一集落～手長山～金成沢～和野(全て現在は気仙沼

市)」という４箇所です。笹塞峠を抜けた後のルートとして、文献では重要幹線であり鉱山道路としても活用された「落合道路落合道路落合道路落合道路(落合部落

▲熊山

▲

手

長

山

手

長

山

手

長

山

手

長

山
▲

笹森山

▲

▲

▲太田山

大

森

山

近世から昭和まで気仙沼湾

の中心的機能を担っていた。

千

厩

折

壁

▲大峰山

▲黄金山

▲砥石山

▲矢越山

▲君が鼻山

室

根

山

室

根

山

室

根

山

室

根

山

黒地田峠黒地田峠黒地田峠黒地田峠((((至津谷川至津谷川至津谷川至津谷川))))

新地峠新地峠新地峠新地峠((((至津谷川至津谷川至津谷川至津谷川))))

▲保呂羽山

経由で旧新月村と矢越村方面を結ぶ)」が紹介されていましたが、遠回りになることと、いわゆる「気仙沼街道」

に合流してしまうため、「闇取引」には危険なのではないかと推測。別のルートとして「「「「廿一集落廿一集落廿一集落廿一集落～～～～手長山手長山手長山手長山～～～～金金金金

成沢成沢成沢成沢～～～～和野和野和野和野」」」」を設定しました。

特筆すべきは、右項でも記載しましたが、「「「「手長山手長山手長山手長山」」」」のののの「「「「南側南側南側南側」」」」をををを通過通過通過通過したことです。「熊野神勧請の路」と

して考えられている古道は、手長山の北側を抜ける道ですが、室根史談会の方から「とある文献に、熊野神勧請

の際、『手長山に登って室根山の位置を確認した』という主旨の記述がある」という情報が。

この情報提供者が言わんとすることは、熊野神は気仙

沼から室根山に向かいますが、気仙沼から手長山を越え

る際、北側を通っていれば、わざわざ手長山に登らずと

も室根山が見えたはずで、登って確認したということは、

南側を通行していたのではないか？ということ。

気仙沼から室根山に向かうには北側を進みそう

なところを、南側から向かったとなれば、何か

意味があるのではと考え、南側を通ってみるこ

とにしました！その結果は……!?

ゴール地点は果たして……？「塩田」と考えれば鹿折地

区ですが、「市」的なものを考えれば、内湾地区か？

▲笹塞峠に設置された

「紀州熊野神 室根山勧

請の路」の標柱。この標

柱の周辺を整備している。

「笹塞峠」から「手長山」の南側を抜け、「金成沢」から「和野」を通過し、現在の284号線に合流しましたが、その

ルートを標高が分かる地図上に落としてみると、「鞍部鞍部鞍部鞍部(山と山を結ぶ稜線上で一番低くなっているところ)であることが

わかります(「地理院地図」の「３Ｄ」機能を使って見てみると、よく分かる)。かつ、沢沿沢沿沢沿沢沿いいいいのののの道道道道でもあることから、近近近近

道道道道ということだけでなくということだけでなくということだけでなくということだけでなく、、、、迷迷迷迷うううう心配心配心配心配のののの少少少少ないないないない、、、、安全安全安全安全なななな道道道道だったのではないかと推測。現在は「林道 手長洞木線」となっ

ており、「廿一簡易水道浄水施設」なども位置しています。
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山

笹塞峠

赤い点線が今回通ったルート

(手長山の南側／現在の「林道 手長洞木線」)

※上記地図の黄色の点線部分

黄色の点線が

下の等高線図の場所

藤沢村

(現藤沢)

※誌面の都合上、参考文献等は当センターＨＰにてご紹介します。

手長山手長山手長山手長山

金成沢金成沢金成沢金成沢

▲廿一から林

道に入る道。

◀金成沢を流

れる金成沢川。

この川沿いを

歩いた？

黒の太線が我々の

推測する道。

※黒の細線は村境

道標

「七日町」「二日町」などは「市」

や「宿場」があり、賑わっていた

(現在の「花泉藤沢線(県道21号)」

沿い)。写真は「二日町」。

手長山の北側
は、尾根尾根尾根尾根((((沢沢沢沢))))
をををを何度何度何度何度かかかか横断横断横断横断
することにな
るのかも……

花泉から持って行った

「箕」がどのようなものか、

はっきりとしたことは分かりませんが、

このようなタイプの箕が当地域で作られていたと

思われます(この箕は当センタースタッフの実家で

昭和期に使われていたもの)。

和

野

気

仙

沼

駅

新

月

駅

10


